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出前講義「からだを護る免疫の不思議」　4 月 23 日（木）　京都府立洛北高校にて

女性研究者支援センターの組織が変わりました（4 月 1 日より）

京都大学女性研究者支援センター長
生命科学研究科教授　　　　　　　　　　　　稲葉カヨ
　昨年に引き続き、洛北高等学校スーパーサイエンスハ
イスクール（SSH）事業の対象となっている中高一貫コー
ス（2 学級）と普通科第 II 類の高校 1 年生（2 学級）を前に、

「からだを護る免疫の不思議」と題する講義に出向きま
した。この講義は、洛北 SSH ガイダンスの中に位置づ
けられていました。SSH とは文部科学省の事業で、理科・
数学に重点をおいたカリキュラムで教育課程を編成し、
且つ大学や研究機関と密接に連携して、講義や体験実習
などを通じて独創的な能力を身につけ、主体的に研究を
進めようとする人材を育成することを目的としたもので
す。洛北高校では、平成 16 年度に SSH として 3 年間の
指定を受け、平成 19 年度からは 2 期目の 5 年間の SSH
事業を展開しており、現在で通算 5 年を経過し、今年は
2 期目のちょうどその真ん中です。
　中高一貫コースの生徒は高校 1 年の化学を修了してい
るものの、生物の授業は受けておらず、第 II 類の生徒は、
中学理科の中での生物を履修したに過ぎないとのことで
した。中学の生物を調べてみたところ、免疫に関係があ
るのは、循環系の作りと働きや血液循環、血液の成分、
組織液といったところで、免疫は高等の教科書で初めて
登場します。しかも、実際に免疫の内容が語られている
のは、選択科目「生物 II」です。しかし、日常の生活の
中で、免疫はなくてはならない生体の防御機構であり、
実際に免疫が関わる多くの疾患があることを理解しても
らうことを目指して、話を進めることにしました。

　女性研究者支援センターは昨年度末で科学
技術振興調整費による委託が終わり、現在は
学内経費で運営しております。学内での位置
づけは、21 年 3 月に、今後 5 年間の「京都
大学男女共同参画推進アクション・プラン」
が策定され、その中で、センターは、男女共
同参画推進室と連携し、これまで実施してき
た支援事業を可能な限り継続していく組織と
して位置付けられています。
　資金面については、21 年度は学内経費で、
前年と同規模の予算が「京都大学重点事業ア
クションプラン 2006 ～ 2009」の中で確保さ
れています。22 年度以降も、第 2 期中期目標・
中期計画の中に位置付けることで進行してい
ます。

　 最 初 に、「 免 疫 」
という言葉からどの
ようなことを想像す
るかと尋ねてみたと
ころ、ウイルス、抗
体、マクロファージ、
ヘルパー T 細胞、キ
ラー T 細胞などの言
葉が出てきました。
ウイルスはインフルエンザを初めとして、非常に身近で
す。しかし、免疫応答の一翼を担う「抗体」の存在を
知っているだけでなく、免疫応答が誘導される過程で働
いている細胞についても知っていることには、少なから
ず驚きました。ワクチンの話をきっかけに、ワクチンが
成立して感染症を防ぐことができるようになる過程を説
明し、次いで、免疫応答によって作られた抗体が、花粉
症を初めとするアレルギーでどのように働くのか、赤血
球の輸血における血液型や AIDS における免疫不全につ
いて述べました。免疫応答は巧妙に制御されており、上
手く働くとウイルスや細菌などから体を護ってくれるけ
れども、アレルギーで代表されるように亢進し過ぎてし
まうと自己免疫病になったり、低下すると癌や感染症に
もなることについても言及しました。
　出席した生徒は女子がやや多く、彼女たちからは積極
的に質問も出ました。3 年後に、この中の何人かが、京
大に入学してくれると喜ばしい限りだと思いつつ、講義
を終えました。
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1．はじめに　　
　本調査の目的は、京都大学に所属している女性研究者
の研究・教育環境を結婚・出産・育児に焦点を当てて明
らかにし、女性研究者にとってよりよいリサーチ・ライ
フ・バランスについて考察することにある。調査は京都
大学と雇用関係のある女性研究者 545 名（教務職員を
含む、2008 年 10 月 1 日現在）と日本学術振興会特別研
究 員（PD、RPD）54 名、 合 計 599 名（2008 年 11 月 1
日現在）を対象にして行われた。調査方法は web によ
る質問紙調査、調査期間は 2008 年 11 月 15 日～ 12 月
20 日である。その結果、40.9％の回答が得られた（有
効回答数 245 ケース）。とくに 30 代後半～ 40 代後半の
回答率は高く、48.1％に達した。結婚・出産・育児を行
う時期にあたる世代の関心の高さがうかがえよう。
2．女性研究者の家族形成

　最初に、女性研究者の家族形成について見てみること
にしたい。配偶者、及び子どもを有する割合はいずれも
医歯薬系、理系、文系の順で高いことがわかった（図
1、2。有配偶率は医歯薬系 60.6％、理系で 53.6％、文
系で 44.2％、子どもを有する率は医歯薬系 42.5％、理
系 25.5％、文系 17.6％）。このような差異はどうして存
在するのだろうか。40 歳未満の世代においては、本人
が正規の常勤教員であると、また、配偶者が常勤雇用で
あると、子どもを有する者の割合が増えることがわかっ
た。これはある意味当然のことといえるかもしれない。
収入がなかったり、いつ無収入になるかわからない不安
定な雇用であったりすると、子どもを産み、育てること
はそれだけ難しくなるといえるからである。そして、パー
マネントポストを得ている者の割合を見ると、40 歳未
満の世代においては、医歯薬系、理系、文系の順に高
いことがわかった（それぞれ 32.7％、26.3％、24.1％）。
パーマネントポストを獲得することが困難な文系の若い
研究者はそれゆえに出産を控えている者が多いといえよ
う。また、文系は常勤雇用の配偶者を有する割合がもっ

とも低く（常勤 60.9％）、医歯薬系はもっとも高い（常
勤 81.4％）。理系は中間である（常勤 71.4％）。そして、
文系の 69.6％が研究者を配偶者に持ち、理系は 54.2％、
医歯薬系は 40.5％である。文系の配偶者も文系である割
合が高いと思われるが、そう考えると、文系の若い世代
は男女含めてパーマネントポストが得にくく、それゆえ
に出産を控える傾向にあるといえよう。ところが、40
歳以上の世代においては、逆に、文系、理系、医歯薬系
の順で、パーマネントポストに就いている者の割合が高
い。これは、文系よりも、医歯薬系、理系のほうが女性
のパーマネントポスト獲得、継続、昇進が困難であった
ことを示していよう。そして、若い世代とはまったく逆
に、この世代においては、本人が正規の常勤教員である
ほど子どもを有する割合が低くなる。これは、研究者に
なるためには結婚、及び出産を断念せざるを得ない社会
環境がこの世代において存在したことが要因として挙げ
られる。いうまでもなく、この世代には育児休業制度す
ら存在しなかった世代の者も存在する。
3．女性研究者の現実と育児休業制度
　今回の調査では子ども
を有している者で育児休
業を取得した者は 20.6％
しか存在しなかった（図
3）。ところが、子どもを
有していない者のうち、
今後子どもを産んで育児
休業を取りたいと希望す
る者は 64.2％も存在した

（図 4）。つまり女性研究
者は育児休業を取得した
くても取得できない環境
に置かれ
ていると
い え る。
育児休業
を取得し
なかった
者、 及
び 今 後
も取得し
たくない
と回答し
た者にそ
の理由を
尋ねてみると、仕事を中断したくなかった／したくない
という理由が第一位に挙がってきた（それぞれ 33.3％、
61.4％）。つまり、女性研究者においては完全に休業し
て研究を中断するより、子育てをしつつ研究を継続した
いと望んでいる者が多いといえよう。そう考えると、育
児休業は研究者の現実に合致していないといえる。と
いっても、配偶者はあてにならない。配偶者の育児休業
取得の有無について調査したところ、取得したと回答し
た者はわずか 4.5％であった。

京都大学女性研究者就労形態調査報告
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就労形態検討ＷＧ
4．女性研究者のよりよいリサーチ・ライフ・バランス
のために
　育児休業制度が研究者の現実に合致していないとする
なら、いったいどのような育児休業制度が望ましいのだ
ろうか。回答者に改善策を尋ねると、①完全に休業す
るより短時間勤務制度を充実させること（59.6％）、②
育児休業中に公費を使った研究ができるようにするこ
と（52.2％）、③育児休業取得期間の変更が複数回でき
るようにすること（44.1％）が望まれていた。すなわ
ち、休業して仕事を中断するよりも、勤務時間を短縮す
ることによって、あるいは休業中でも公費を使えるよう
にすることによって、少しずつでも仕事を継続したいと
望む者が多数を占めるといえるのである。③は配偶者の
育児休業取得のための促進策でも 2 番目に望まれていた

（67.9％、1 番目は周囲の理解促進〔82.1％〕）。したがって、
夫婦が互いの仕事の都合に合わせて交互に短期間の育児
休業を数回取ることが望まれていると推測される。
望ましい育児サポートについて尋ねると、①学内保育所
の設置（78.0％）、②周囲の理解の促進（64.1％）、③長
時間保育制度の充実（62.9％）、④大学敷地内の保育所
への入所優先制度の要請（58.0％）、⑤でようやく育児
休業（51.4％）が選ばれていた。つまり、女性研究者の
リサーチ・ライフ・バランスのためには、完全に研究を
中断する育児休業よりも、保育施設の充実が望まれてい
るといえるのである。ただ、⑤以下を見ると、正規の常
勤教員とそれ以外では異なる傾向があることがわかっ
た。正規の常勤教員では、パーマネントポストの増加が
育児支援に結びつくとしており、それ以外では、長時間

勤務の見直しが育児支援に結びつくとしていた。また、
専門分野ごとに同じく⑤以下を見ると、理系ではパーマ
ネントポストの増加、文系では雑務の軽減、医歯薬系で
は長時間勤務の見直しが望まれていることがわかった。
したがって、望まれている育児サポートは決して一枚岩
ではないということもわかった。
今回の調査によると、女性研究者が育児を含めた生活を
充実させつつ、研究を遂行するためには、すなわちより
よいリサーチ・ライフ・バランスを実現するためには、
以下の四つの支援策が重要であることがわかった。
①短時間勤務制度を普及させる
②育児休業中でも公費を使った教育・研究活動ができる
ようにする
③育児休業取得期間の変更は複数回できるようにする
④京都大学女性研究者支援センターの待機乳児室を拡大
し、かつフレキシブルなサービスが提供できるようにす
る
しかし、同時に、雇用形態によって、あるいは専門分野
によって、あるいはまた世代によって、異なる支援策が
あり得ることもわかってきた。とりわけ若い世代のなか
には、雇用も不安定であり、かつ、それゆえに家族形成
もままならない者が一定程度層を成してきていることが
わかった。若い世代のよりよいリサーチ・ライフ・バラ
ンスのためには、このような就職難を解決することこそ、
急務であるといえよう。

女性研究者支援センター就労形態検討 WG
                                      文学研究科・特定助教　今田 絵里香

第 7 回「性差の科学」研究会        　　　　　　　　5 月 19 日（火）  

「脳・性・社会　Brain, Sex and Society」　
　　　　　パストゥール研究所　カトリーヌ・ヴィダル
　　　　　　　　　　　　　　　（Dr. Catherine Vidal）
　神経生理学者のカトリーヌ・ヴィダル先生の講演会を
開催しました。最初に司会者である獨協大学名誉教授の
井上たか子先生が、ヴィダル先生の研究に興味を持たれ
た経緯を話されました。「人は女に生まれるのではない、
女になるのだ」という有名なボーヴォワールの言葉があ
ります。日本ではこの「女」がセックスの「女」として
捉えられ、誤った批判がなされることもありましたが、
これはジェンダーの「女」なのです。ヴィダル先生の研
究はこの言葉の重要さに改めて気づかせてくれます。
　ヴィダル先生によると、男女の脳の違いについて、こ
れまでさまざまなことがいわれてきたそうです。例えば
男の脳のほうが女の脳より重いため、知的に優れている
ということです。しかしこれは身体の大きさを無視した
ものでした。また右脳と左脳をつなぐ脳梁が女のほうが
太いため、女は両方の脳を使って一度に複数の異なる仕
事ができるといわれてきました。しかしこれは測り方に
よって異なる結果が報告されています。また男女で高得
点を取るテストが異なるといわれてきましたが、これも
一概にそうとはいえません。図形のテストは、予め幾何

学のテストだと言うと男が
高得点を取りますが、デッ
サンのテストだと言ってお
くと男女の差がなくなりま
す。さらに男が高得点を取
るテストだと言っておくと
そのとおりになり、逆の申
告をするとそのとおりにな
ります。
　このように男女の脳の差異はまだはっきりわかってい
ません。にもかかわらず、今なお人々をとりこにしてい
ます。しかし脳は一定ではありません。「可塑性」を有し、
学習と体験によって変化するのです。学生にお手玉の訓
練をしてもらったところ、訓練後は大脳皮質の一部が広
くなることがわかりました。しかし訓練を中止すると狭
くなります。これは中高年でも同じ結果になりました。
この結果は脳が学習によって変化することを示すと同時
に、学習を中断すると再び元に戻ることを示します。こ
う考えると、男女の差異は脳の違いというより、学習と
体験の違いにあるのではないかと思えます。
　講演は大盛況で、会場がほぼ満員になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今田 記）
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連載：研究者になる！－第 17 回－
人間環境学研究科・教授 
    　　　　　　　　　　　田邉 玲子

　「研究」という言葉は、自分の営み
を示す言葉として違和感がある。好
きなことをがむしゃらに続けてきた
だけで、さまざまな偶然が重なりさ
まざまな選択を重ねてきた結果として
現在があり、それが目的であったわけではない。果てし
ない学問の世界のなかで、自らの微少さを思い知らされ
ながらいまなお「勉強」を続けている、そんな心持ちで
ある。
　専門はドイツ文学だが、子どもの頃からドイツ文学を
読むのが好きで好きで、原語のドイツ語を学びたくて学
びたくて、そうした文学を生んだドイツ（語圏）に行き
たくたまらず、そもそもは外国語大学への進学を希望し
ていた。けれど、外国語を学ぶのなら文学という学問を
学びながらの方が楽しい、文学なら京大の文学部がどこ
よりも面白い、という、高校の国語教師の勧めや、京都
なら下宿（憧れの一人暮らし！）させてやろう、という
親の甘い言葉に乗せられて、京大文学部を受験した。入っ
てみると、圧倒的に男子が多いうえ、哲学にしろ歴史に
しろ文学にしろ、みなそれぞれに「京大文学部」への思
い入れが強い。そんな中に、わたしのようないい加減な
人間が紛れ込んでしまったわけで、なんとも場違いな所
に来てしまった、と、後悔したものである。
　こんな風なので、「大学に残る」という選択肢など、
全く念頭にはなかった。けれど、卒論を書いていて「文
学研究」の面白さに目覚め、卒業後ドイツに留学してド
イツの大学で学ぶうちに、ますます面白くなってやめら
れなくなり、帰国後、京大の大学院を受け直した。しかし、
オープンで自由に意見を交わすドイツの大学の雰囲気と
は正反対の鬱屈した雰囲気にまず戸惑い、おまけに、数
年ぶりの女子院生ということで、何かにつけて「女だか
ら」「女なのに」と言われることにひどく戸惑った。お
かげで「女」に目覚めることになってしまった。もしあ
の頃、「女性学」に出会わず、思いを同じにする仲間た
ちに出会わなかったならば、何かにつけて「女」を意識

させられる圧力に潰れていたかもしれない。ただ急いで
付け加えておくが、学問的には男、女の別なく厳しく鍛
えられ、感謝している。
　思い返してみると、「よそ者」意識と「よそ者」を生
む秩序への反発に駆り立てられてここまで来たように思
う。そのためにとにかくがむしゃらに勉強した。それだ
けは自信がある。「文学をやる人間がドイツ語会話など
という卑俗なことを学ぶな」と言われて反発し、ドイツ
の大学では「日本人は大人しい」「日本人は日本人同士
群れる」などと言われて反発した。ドイツでは何よりも、
自分は曲がりなりにも大学を卒業して留学したのに、ド
イツ人の新入生に、読書のスピードや講義の理解や発言
などが（当たり前だが）まったく太刀打ちできず、悔し
くてたまらなかった。文字通り毎日泣きながら勉強し、
昼間にゼミで言い損なったことを、夜、蒲団のなかで、
ドイツ語でどう表現したものか、と繰り返し考えたりし
たものである。京大の大学院時代も、やはり、女だから
と馬鹿にされてなるものか、と、遮二無二勉強した。も
ちろんそれは苦しかったのだけれど、勉強すればするほ
ど見えてくるものがある、そうするとまた新たな疑問が
湧いて新しい視野が開けてくる。当然視されていたこと
を全く違う角度から見ることができるようになる。この
ような、新しい発見と新たなる疑問、新しい探索という
連鎖の喜びがあり、その快楽を追い求めて今までやって
きたと言っても過言ではない。
　たしかに男社会の中の「女」として、妙なことにも沢

山出くわしたけれども、「女」
であるために余分な苦労をす
ることで得たものは多かった
と思う。それを私は大切にして
ゆきたいし、これから伸びゆ
く若い人たちにも、一見して
マイナス要因に見えるものを
プラスに転じてゆくような戦
略をぜひ考えてほしいと思う。
それと、良き仲間との出会い
を大切に。

認知症について学んでみませんか
6 月 25 日　15：00-17：00　女性研究者支援センターにて、京都市・認知症あんしんサポーター講座を開催します。
女性のための相談室　開室日
6 月 5 日、6 月 12 日、6 月 19 日、6 月 26 日　　　　7 月 3 日、7 月 10 日、7 月 17 日、7 月 24 日、7 月 31 日　　

■
お
知
ら
せ


